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どこそこに何とかの鳥がみられたとか、いるらしい
－との情報が、私達（たいてい二人ですので）の次

の休日の行き先を決めてしまいます。姿を見せてくれ

る所を想像しただけで、自分でもわけわからず興奮し

て出かけるまで落ちつきません。その日は「まずいな

い、と思いなさいよ。」と念を押されてから出発しま

す。

そうでない休みの日は、歩きなれた野幌森林公園か

円山公園へ出かけます。ゆっくりできる日は、弁当を

持って野幌へ。怪しげな天気の時や、ちょっと時間が

足りない時は円山へ。たとえ鳥さんがいなくても、樹

や草花があり、地面があって、雲が浮かんでいれば、

私はそれでうれしいのです。

毎年飛石連休の一日は、千歳へ出かける事にしてい

ます。千歳バスターミナルから支第湖行き朝一番に乗

り、“ふ化場入口”停留所まで運んでもらって、後はの

んびり戻ります。降りてすぐ、ナニワズの咲く明るい

木立の中にカラ達の声を聞き、今年はピンズイの噸る

姿がみられました。王子製紙第4発電所へ通じる路へ

入ります。若葉が拡がり、ひんやりとして、残雪の隣

りには他にも増して色彩やかな福寿草が見事です。土

の上に降りて食事中のベニマシコの群に会い、前へ進

私の探鳥地（千歳）

久遠地方の鳥

野幌原始林の思い出

我がフィールドは今

北海道のメボソムシクイ

探鳥会報告　植苗・東米里・福移

烏学コーナー

探鳥会案内

島民だより

〔ヤ　マ　セ　ミ〕

めなかった時もあります。マヒワ・クロジ・ウグイス・

ウソ・アマツバメ……切りないです。つき当たりは“立

入禁止”の札が立っていますが、管理のおにいさんに

頼めばダムの淵まで行けます。ヤマセミの巣穴を教え

てもらったりしました。

もどって、今度は千歳川に添って続いているサイク

リングロードを利用して歩きます。高速道路を過ぎた

頃から、対岸が崖になっていて水浴びしている鳥達が

います。近寄れないのがわかってか、隠れもしないで

いる様子がかわいいです。川岸で休んでいると決って

カワセミが現われてくれますし、環境が変っていなけ

ればあたりまえの事なのでしょうが、前年と同じ所に

モズがいて、ノピタキがいて、コガモが昼寝している

のが何だか不思議です。

最後は青葉公園を、薄暮くなるまでうろつきます。

遊歩道ではキジに驚ろき（キジを驚ろかし）、また2羽

のトラツグミが10m程の所で先導してくれた時もあ

りました。

こうして、一日がかりの探鳥を楽しんでいます。ま

だまだ、近い所から順に出かけたいと思っています。

色々聞かせて下さいませ。

（札幌市東区北32条東6丁目）
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久遠地方の烏 傅ﾂ�山 ��ﾒ�弘 

）

久遠郡大成町は、桧山管内のちょうど奥尻島の真向か

いに位置する。桧山管内での鳥の観察記録は決して多く

はないので、ささやかな観察ではあるが、一応まとめて

おこうと考えた。地形的に特色を見つめれば、山がその

まま海に飛び込んだ感じなのて、平地はまれである。山

林を構成する樹木の優占種は、ブナ・モミジ類で、スギ

の人工林が多く目につく。海岸は、そのほとんどが岩磯

で、シギ・チドリ類の好む砂浜はない。町内の河川はす

べて渓流である。

一　特筆すべき鳥相　一一

何といっても、わが国に生息するホトトギス科の烏が

勢揃いする点であろう。特に嘲りだけで比較すれば、ホ

トトギス・ツツドリ・かソコウ・ジュウイチの順に多く

耳にする。

ハシブトガラは、私が在住した三年間一度も観察でき

なかった。コガラとの区別に自信があまりないのだが、

その鳴き声はコガラ以外のものではなかった。

カラ頬では、ヒガラを観察する機会が多くて、その個

体数も道央地方のカラ類混群に比較すると多いように思

える。

秋の山林では、ミヤマホオジロがかなり観察されるし、

数羽のジョウピタキ雄群を数日間観察することもあった。

前程については、春季にも観察された。

海上の烏は、春秋の移動期に多種、多個体群が観察さ

れるが、特に初夏には、オオハムの十数羽群が海岸に近

づくことがある。

カモメ類を見つめると、1982～1983年の例では、ウミ

ネコは1月26日から3月11日の間は観察されなかった。

同じように、5月～6月にも、ウミネコはほとんど姿が

見られない。

海岸にはイソヒヨドリの姿が目立つ。約100メートル

間隔で雄個体が観察される。この烏も、冬期問は海岸か

らは姿を消し、どこかに移動するようだ。

秋には、海岸伝いに数羽の群で移動するアオバトが観

察されるが、水辺において海水を飲む光景を数回観察し

ている。

まれな観察として、マナズルの番（つが）いが、1983

年4月1日から15日間農家の給餌を受けた。この年は、

大成町では記録的な大雪が続き、そのような気象の変異

がこのマナヅル渡来と無縁ではなさそうである。

1982年10月には、4羽のシマアオジ渡り群を認めた

が、前日はかなりの嵐であったことから、あるいは一過

性の小群であったかも知れない。それ以後は二年間観察

されていない。

以上、自宅の周辺や、通勤途中だとか、少し散歩にで

かけたおりの観察だけのデータであるから、綿密さは期

待できない。かなり雉な観察記録だと認識していただき

たい。

久遠地方で生息が確認された鳥（1982～1985）

（129種）

種　　　名 姪�ﾈ��2月 �8ﾈ��4月 店ﾈ��6月 土?｢�8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��R�12月 

アビ オオハム シロエリオオハム ハシジロアビ ハシジロカイツブリ ミミカィ、シプリ アカエリカイツブリ ミズナギドリ科SP ウウ ヒメウ ����ﾒ�○ ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 ��ｲ��ｲ�○ ○ �� ����ﾒ�○ ��｢��｢��｢�○ 
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種　　　名 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��12月 

オオヨシゴイ チュウサギ アオサーギ オシドリ マガモ カルガモ コガモ ヒドリガモ オナガガモ ホシハジロ クロガモ ビロードキンクロ ��ｲ��ｲ�○ ○ ��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 ��ｲ��ｲ����ｲ�○ ○ 

シノリガモ ホオジロガモ ミコアイサ ウミアイサ サゴ ��ｲ��ｲ�○ ○ ��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 〇 劔劍�｢��｢��｢��｢�○ ○ 

トビ オジロワシ オオワシ オオタカ ハイタカ ノスリ クマタカ ハヤブサ チゴハヤブサ チョウゲンボウ エゾライチョウ コウライキジ マナヅル コチドリ シロチドリ キアシシギ イソシギ オオソリハシシギ オオジシギ アカエリヒレアシシギ ユリカモメ セグロカモメ ��｢��｢��｢��｢�○ ○ ��ｲ��ｲ�劔凵Z 〇 〇 ��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 

オオセグロカモメ ��ｲ�○ ��ﾈ�｢�○ 劔��ｲ��ｲ�○ ○ ��ｲ��ｲ�（⊃ 

ワ　シカモメ シロ　カモメ ��ｲ�○ ��ｲ�○ 劔�� ��ｲ�○ 

カ　モ　メ ウ　ミ　ネ　コ 凵� ��ｲ��ｲ�○ ○ 劔��ｲ��ｲ�○ ○ ��ｲ�○ 

ミツユビカモメ ウミガラス ウミスズメ キジバト ��ｲ��ｲ�○ ��ｲ��ｲ�○ ○ 劔劍�｢��｢��｢�○ ○ 

アオバト ジュウイチ カッコウ ツツドリ 劔��｢��｢��｢�〇 〇 〇 ��｢��｢��｢�○ ○ ��ｲ��ｲ�（⊃ 
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種　　　名 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��12月 

ホトトギス オオコノハズク フクロウ ヨタカ アマツバメ ヤマセミ アカショウビン ��ｲ�○ ��ｲ�（⊃ ��ｲ��ｲ�〇 〇 〇 ��ｲ��ｲ�〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 〇 鳴��ｲ�○ 

カ　ワ　セ　ミ ヤ　マ　ゲ　ラ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�（⊃ ����ﾒ�○ ��ｲ���ｲ��ｲ���ｲ�○ 

ク　マ　ゲ　ラ ア　カ　ゲ　ラ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ��ｲ�○ ��ｲ�○ 

オオアカゲラ コ　ゲ　ラ ヒ　バリ ��｢��｢��｢�〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢�○ ○ ��ｲ��ｲ�○ �8�｢�○ ��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢�○ ○ 

ツ　バ　メ イ　ワ・ツバメ 劔○ ○ ��ｲ��ｲ�（⊃ ����ﾒ�○ ○ 

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ピンズイ ヒヨドリ モ　ズ 劔〇 〇 〇 〇 ��ｲ��ｲ�〇 〇 〇 ��｢��｢��｢���｢��｢��｢��｢�

キレンジャク カ　ワガラス 劔○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ 

ミ　　ソ　サ　ザ　イ ����ﾒ��ﾈ�｢��ｸ�｢�〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢�○ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 

ジョウピタキ ノ　ピ　タ　キ 劔○ ○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ 

イ　ソ　ヒ　ヨ　ド　リ 劔○ ��ｲ�○ ��ｲ�（⊃ ����ﾒ�○ 

トラツグミ クロツグミ アカハフ ツグ ヤブサメ ウグイス コヨシキリ オオヨシキリ エゾムシクイ センダイムシクイ オオルリ エナガ コガラ 劔〇 〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 

ヒ　　　　　ガ　　　　ラ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ 

ヤ　　マ　　ガ　　ラ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ 

シ　ジ　ュ　ウ　カ　ラ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�○ ����ﾒ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�⊂） 

ゴジュウカラ メジロ ホオジロ ホオアカ カシラグカ ミヤマホオジロ シマアオジ アオジ ��ｲ�○ ��ｲ�〇 〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 ��ｲ��ｲ�○ 
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種　　　名 ��ﾈ��2月 �8ﾈ��4月 店ﾈ��6月 度ﾈ��8月 祷ﾈ��10月 ���ﾈ��12月 

クロジ オオジュリン カワラヒワ マヒワ ペニヒワ ベこマシコ ウソ イカル シメ ��ｲ�〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢��｢��｢�○ ○ ��ｲ��ｲ�○ ○ ��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 〇 〇 〇 ��｢��｢��｢�○ 

ニューナイスズメ ス　ズ　メ 　l 劔○ 凵� ��ｲ�○ ��ｲ�○ ○ ��ｲ��ｲ�

ムクド　ノ カ　ケ　ス ��ｲ�○ ○ ��ｲ��ｲ�○ ○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ��ｲ�○ ��ｲ�○ 

ハ　シ　ボ　ソ　ガ　ラ　ス ��ｲ�⊂） ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�P ��ｲ�○ 

ハ　シ　ブト　ガ　ラ　ス ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�○ ��ｲ�（⊃ ��ｲ�○ 

（釧路西高等学校勤務）

野幌原始林の思い出　　門崎　和子

昭和46，7年頃は住まいも江別の大麻に有り子供も居

なかったので、よくお天気が良いとおにぎりとおやつを

持って、ゴム長で野幌原始林へ歩いて出かけたものです。

4扮位で現地に着き、バードウオッチングを始めます。

原始林に一歩入ると団地には無い革や木、木の葉の匂

いがして心を和ませてくれました。

初めのうちは鳥の鳴き声も聞き分けが難しく大変でし

たが、ある程度烏の区別が出来るようになると、耳から

どの鳥か聞き分け次に姿を双眼鏡で追う。　自分の目で

その鳥を確認した時は、とても嬉しくなります。そして

どんな動きをするかと、しばらく行動に見とれその可愛

いさに満足したものです。

当時は、お天気さえ良ければ週に1、2度は行って居

たので遊歩道のコースはほとんど廻りました。行く度に

今日はどのコースにしようかと楽しみだったものです。

四季各々の木々や草花の変化も楽しみの一つでした。
一人で林内を歩いて居ると何人か同じ仲間と出会いまし

たがはじめは黙ってすれ違うのですが、何回目かには挨

拶したり、声をかけたりして顔見知りが増えました。又

営林署の人も時には声をかけて下さったりしました。

初めて耳にする烏には胸をトキめかせ、目で見た時の

感激は今でも忘れられません。思い出に残る野鳥として

は、瑞穂の池で見たアカエリカイツブリ、他の場所でし

たがキンクロハジロの白っぽい喋、マガモの采晃子、アカ

ショウビンの大きな赤い囁、トラツグミ、ニュウナイス

ズメ、コウライキジ、5．6メートル以内で聞くウグイス

の声、キクイタダキの動作など他にも沢山あります。

日照り続きの後行って見ると、当てにしていた池の水

鳥の場所が、水が完全に無くなって革が現れ地割れした

底が見えて、びっくりした事も有りました。文鳥の警戒

の声にその方向を探して行くとヘビが巣に近づいて居た

りする時もありました。

バードウォッチングをして居る時に困る事は、ラジオ

を聞きながら歩いている人と遠足の子供たちが団体で通

る時です。珍しい鳥の居そうな場所ですと残念ですが、

その場所をあきらめて他の所へ移りました。

子供が出来てからは、数える位しか訪れて居ません。

その上52年からは住まいが広島町へ移り一段と遠く

なってしまいました。

こちらですとバスを使って登満別から入るか、汽車と

バスを使って百年記念塔の方から入るかになります。子

供と行くと余り長い事歩かれませんし、話も多くなり、

じっくりと烏を探す事は出来なくなりました。どちらか

と言うと草花や虫などを探すのが中心となり、その合間

に声が聞こえたり、姿が目に入ると双眼鏡で見る感じに

なりました。それでも懐かしい鳥に会うと嬉しいもので

す。

去年も2回ほど行って来ましたが、真夏でしたのであ

まり鳥には会えませんでした、でも歩きながら子供たち

に、こんな鳥がここに来たとか言う話をしました。

今はゆっくりと時間を考えないで鳥を求めて歩くこと

と冬の原始林を歩くスキーで訪れるのが夢です。

（札幌郡広島町緑陽町2丁目1－11）
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我がフィールドは今　土田　光子

キチキチと、かたい木片をこすりつけるような音がす

る。昨日もこんな音がした。鳥の声？それとも川向かい

の赤い屋根からの暮らしの音？私は双眼鏡胸にぶら下げ

堤防の木立の中へ分け入りました。みずみずしい水草が

小川の流れをゆるめています。何処かでバンが「ク

イーツ」と警戒音を発しました。いじめをするわけでも

あるまいし、いいかげんに姿を見せてくれてもよいもの

を。恨み言を言ったら足元がすべり、よたってしまいま

した。大きなくるみの木の枝が手を差しのべてくれまし

た。川上でコガモが5～6羽首をもたげて心配そうに私

を見つめています。いいえ、ひやかしのまなこです。落

ちたところで浅い川、命に別状あるまい。でもくやしい

けど若くないもんね。私はl真重に川べりを歩き夕日で赤

く染まった新緑を眺めていました。と、ぎょっ！！大きく開

いた真っ赤な鳥の口が双眼鏡いっぱいに飛びこんで来た

のです。夕日が更に生々しくロの中を赤く染め全身が燃

えているように見えました。地球上にこんな鳥居たっ

け？私のノーミソは音を立てて、目まいを始めました。

おやっ！拝チキチの音が近づいて来ました。一瞬目を転じ

ている間に赤い口の珍鳥？に逃げられました。音の正体

も判かりません。私は混乱した頭で家へ引き返し、鳥友

のH氏に電話しました。早速馳せ参じてくれました。燃

えていたハト大の鳥が居ました。夕日のさしこんだ木立

の間を縫うように飛び廻り、その後をスズメ大の小鳥が

キチキチと鳴きながら追いかけていたのです。「カッコウ

のやつモズに子育てやらせているね」H氏がさり気なく

言いました。私は深いため息をし、二度三度うなづきま

した。そして、「ごめんね珍鳥でなくて」心の中でH氏に

詫びました。

それから数ヶ月後、蒲の穂の根元でバンがもったいぶ

りながら2羽の雛を見せてくれました。負けじと子だく

さんのカルガモも雛を背負って現れました。息がつまる

程嬉しかったです。

ここ伏古別川は住宅街ながら静かに野鳥の命を青くん

でいたのです。

翌年私は病の為、体にメスを入れられコバルト治療を

受け傷ついた体で帰宅しました。なんと我がフィールド

も大きな傷を受けていたのです。カッコウの雛の止まり

木も、やかましくさえずっていたオオヨシキリのお気に

入りの木も、いっぱい実をつけ、私に手を羞しのべてく

れたくるみの木も根こそぎ切り払われていました。川底

は深くえぐられ、バン達の命を青くんだ水草や蒲の穂も

跡かたもありません。タンポポの咲いていた土手にはパ

ズル遊びの図の如く白い四角いコンクリートが敷きつめ

られていました。私の心の中に冷たい風が吹きぬけてい

きました。

（帯広市西11条北5丁目4　土田光子）
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メボソムシクイは、不思議な鳥である。本州では亜高

山帯の森林からハイマツ帯にかけて生息し、繁殖してい

るのに、北海道では渡りのときに姿を現すだけなのであ

る。日本鳥類目録5版によると、この烏は北海道で繁殖

することになっているが、これまでの観察記録を見るか

ぎりでは、普通に繁殖しているとはいいがたい。また古

くにも、繁殖する、しないの論争もあった。このことに

ついては、百武（野鳥、1981年4月号）や川辺（ひがし

大雪だより5）両氏がすでに述べているので、ここでは

省略する。ただ、北海道東部では7、8月にさえずりが

聞かれたり、標識調査の際に幼鳥とおもわれる個体が捕

獲されているので、もし繁殖するとすれば、知床ぐらい

であろうと、私は考えていた（ひがし大雪だより7）。

しかし、道南地方、阿寒、北部の天塩山地における資料

がないため、北海道全滅のメボソムシクイの生息状況に

ついては不明である。そこで、各地の皆さんの協力を得

て、観察記録をまとめ、北海道におけるこの鳥の生ノ曽状

況と繁殖について考えてみた。資料をお送り下さった方

は次のとおりである：羽田恭子、橋本正雄、百武充、川

辺百樹、小山政弘、中野高明、中尾弘志、松本光二、三



表1　メボソムシクイの観察・捕獲記録

地　域 店������ﾈ��6　　　月 度������ﾈ��8　　　月 祷������ﾈ��10　　　月 �������ﾈ��上　中　下 ��8��(h��屬�上　中　下 ��8��(h��屬�上　中　下 ��8��(h��屬�上　中　下 

胆振 後志 日高 石狩 空知 上川 宗谷 十勝 �"�#����12 138 731 14 21112 ����2�1 1 �8������1 ���

釧路 根室 網走 ��2���571 1 1 ���������8�������#B�7　2 11 

浦二郎、高野伸二、梅本正照。このほか、すでに発表さ

れているいくつかの資料（原則として観察場所、年月日

が明らかなもの）も用いた。観察記録が得られたのは、

14支庁のうち胆振、後志、石狩、日高、空知、上川、宗

谷、十勝、釧路、根室、網走で、他の3支庁からの記録

は得られなかった。

春の渡り

メボソムシクイは、春に渡来するとよくさえずるので、

生息していることがすぐわかる。春の渡りの早い例では、

5月下旬の記録があるが、ピークは6月上、中旬である

（表1）。この頃には、公園、神社や寺の境内、農耕地の

防風林など、低い標高でもよくさえずりが聞かれる。6

月下旬以降には記録は急に少なくなり、通過個体が少な

くなることを示している。春の渡りは、この頃に終わる

のであろう。なお、平取町二風谷では4～7月、10月に

記録されている（長井博、北海道野鳥だより45）。しか

し、4月という非常に早い例であるのに、観察日などに

ついてなにも説明がない。今回北海道各地から集まった

観察例からみても、4月という記録には疑問が残る。

夏の記録

渡りのピークが6月上、中旬にあるので、7、8月を

夏としてみてみる。7月上旬には、目高では静内町高見

の針広混交林（標高200m）、釧路では鶴居村の宮島岬と

キラコタン岬の落葉広葉樹杯で記録されているが、環境

からみて、これらは遅い通過個体のようである。網走の

例は、知床横断道路での記録である。

7月中旬の記録は、いまのところ宗谷だけである。これ

らは3例とも利尻島のものである。

7月下旬の記録では、日高は静内町ペテガリ岳1200

m、網走は斜里岳ハイマツ帯、根室は計根別で標識調査

の際に捕獲された幼鳥である。日高山脈ではペテガリ岳

を含み、1978年に北海道の自然生態系総合調査の一環と

して鳥類がかなり調べられたが、7月にメボソムシクイ

はまったく記録されなかった。このほか、1931年7月に

小林賢三が大雪山で1羽を採集した記録がある。

8月上旬の記録は、羅臼岳のハイマツ帯と遠音別岳の

ハイマツ帯（餌を運ぶ親が観察された）におけるもので

ある。

秋の渡り

9月になるとまた記録が増えてくるが、これらはほと

んど標識調査で捕獲されたものである。この結果からみ

ると、秋の渡りは9月中～下旬がピークで、10月上～中

旬には終わることがわかる。ただし、根室の9月上旬の

記録のうち1例は幼鳥である。

結論

初めに述べたように、まだ北海道全域の記録が集まっ

ていないので、まだはっきりとした結論をだすわけには

いかないが、一応現段階での結論を述べておこう。

以上に述べたように、知床半島では、夏にもメボソム

シクイのさえずりがよく聞かれ、ハイマツ帯では餌を運

ぶ親が観察されたことから、繁殖は確実である。またそ

の周辺（言1棚り）でも、7月下旬と9月上旬に“南千島

からはるばる渡ってきたとは思われないうぶ毛の残る幼

鳥’’（三浦二郎、ひがし大雪だより7）が捕獲されてい

る。このことも、メボソムシクイが知床で繁殖している

ことを裏付けているものであろう。このほか、夏の生息

状況からみて、繁殖の可能性があるのは、利尻島であろ

う。

大雪山と日高山脈では、いろいろの人が調査を行って

いるが、メボソムシクイの繁殖期と考えられる7、8月

の記録が非常に少なく、繁殖については疑問である。

なお、旭川市春光台で繁殖するという報告（山田良造、

北海道野鳥だより33）があるが、詳しいことはなにも述

べられておらず、この繁殖が確実かどうかについての判

断ができない。

メボソムシクイは、北海道に6月上、中旬に渡来し、

ー8－



その一部が知床半島などで繁殖するが、多くは通過して

もっと北の繁殖地であるサハリンや南千島（ソ島の烏学

者Ⅴ．A．ネチャエフ博士によると、メボソムシクイは

サハリン東部、クナシリ島の爺々岳で繁殖しているとい

う）に渡るのであろう。

では、なぜ本州の高山帯で繁殖する烏が、ごく少数が

北海道にとどまって繁殖するだけで、多くは通過してし

まうのだろうか。日本烏芙頁目録によると、北海道のメボ

ソムシクイは、本州のと同じ亜種であるが、さえずりが

本州で繁殖しているものと異なり、別亜種の“コムシク

もなく過ぎて来ました。今年5月下旬に郭公の鳴き声を

きいた時、あゝ今年からはもう少し鳥のことを知れたら
‥せめて山を歩いている時に今、鳴いているのは何の烏

なのか少しでも判るともっと楽しくなるだろうと思いま

した。それと職場の窓からも野鳥が眺められるのに何の

烏かも判らずじまいなのも残念なことでした。新聞で今

日の参加を思い立ち、思い切って来てみました。想像以

上に楽しく過ごさせてもらいました。植苗の駅前に着き、

早速、ホオジロ、アオジを望遠鏡で見せてもらい、ゆっ

くりとウトナイ湖へ向かいました。もう樹々も緑濃く

なって仲々観察したり見つけるのは困難になって来たと

のお話しでしたが会員の方は流石に耳も鋭く、今鳴いて

いるのは？あのあたりかな？と双眼鏡をたくみに駆使し

て進み教えて下さいます。やがて草原の中から可愛いら

しいコヨシキリの鳴き声がきこえ、黒い身体の中に鮮や

かな黄をまとっているシマアオジに出逢い、頬っぺが赤

いホオアカがススキの枝先に止まっていたり、頭の黒い

オオジュジュリン…、頭上にはトビの雄大な姿も見えま

す。ウトナイ湖は本当に野鳥の楽鰐の様でした。あちこ

ちで色々な歓声が上がっています。後になり先になって

遅々として進まないで観察続けるグループあり、マイ

ペ」スに自由気ままに観察している方ありで皆さん各々

に楽しんで野鳥や自然と語らっていらっしゃいます。

行きの車中で会員の方達と偶然に同席して聞くとはな

しに聞こえて来た会話の中に今日はどんな鳥と出逢える

か楽しみだわ‥・ということばをきいて嬉しくなりました。

それはシラネアオイは去年のあの場所に咲いているかし

ら？もうヤチブキの花に逢えるかな…等、出掛ける時に

私も思うようなことと同じなんだなあと思ったからです。

－9

イ”ではないかといわれている。この点について結論を

だすには、さえずりを録音して比較分析したり、標本に

もとづいて形態上、分類学上の検討をすることが必要で

ある。もし、北海道産のものがコムシクイ（この亜種は、

アムール地方、オホーツク海沿岸、サハリン、チュコト

半島などのソ連極東、シベリアで繁殖し、日本は通過）

だとすると、これまでに北海道で得られている記録は当

然のことということになる。

帯広市稲田町西2線13

60．6．16　　辻田　洋子

折角教えて頂いても又すぐ忘れてしまいそうですがシマ

アオジの黒と黄の目の覚める鮮やかな色は当分頭から離

れないでしょう。今後も機会がありましたら是非参加し

たい思います。今日は楽しい脚寺を有難うございました。

〔オ　オ　ジ　シ　手〕

〔記録された烏〕　アオサギ、トビ、キジ、コテドリ、

オオジシキ、キジバト、カッコウ、ショウドゥツバメ、

ハクセキレイ、ノピタキ、ヤブサメ、エゾセン二七ウ、

シマセンニュウ、マキノセンニュウ、コヨシキリ、ハシ

ブトガラ、シジュウカラ、ホオジロ、ホオアカ、シマア

オジ、アオジ、オオジュリン、カワラヒワ、スズメ、ハ

シボソガラス、ハシブトガラス、コブハクチョウ、カモ

SP　以上28種

〔参加者〕　福岡研也・玲子・正樹、　泉屋宣志・恵津

子、松井由紀子、澤田幸子、宮田　久、黒田聖子、荻

千賀、飯山五玖子、溝部泰子、柳沢千代子、森岡広光、

佐々木武巳、神崎みちえ、武沢和義・佐知子、園部恭一、

曽根モト、戸津高保・以知子、平井さち子、岩泉ゆう子、

井上公雄、玉山　武・久美子、新妻　博、関口健一、沢

田宏子、辻田洋子、羽田恭子、野々村　菊、長谷侶涼子、

大町欽子、清水朋子、道川　弘。富美子、馬場

以上40名

〔担当幹事〕　関口健一、道川富美子

札幌市南区澄川2条1丁目6の16



東米里　　　　60．6．23　　山田　れい子

東米里の探鳥会。毎度の事ながら探鳥会のある朝は、何

か楽しい気分で目が覚める。生憎空模様は雨曇り、集合

場所は東米里小学校バス停前、9時集合。先生方の紹介

中霧雨が降り出す。学校から5分ほど歩くと、広い草原

に民家が点在し野鳥には格好なすみか。まずノピタキが

目に入る、黒いスーツにオレンジ色のブラウスを着て小

さな体でよくさえずりよく飛び廻る雄はおしゃれさんね。

雌は一歩控えて目立たぬ風情。「あっノゴマ」の声に双眼

鏡を覗くが仲々ヤブから出てこない「あの辺を見ていて

ごらん」の声にじっと待つ。何と真っ赤な蝶ネクタイを

きちんと絞めて、これ見よがしに首を動かし尾をはね上

げ、きどった姿。ノゴマには始めてお目にかかるのでも

う感激でいっぱい。風のせいかついに鳴き声は耳に入ら

なかった。近くでカッコーが、円山周辺では毎年声も聞

いたことがない。大きな鳥が二羽飛び立つ「あれ何－」

と叫ぶと「かソコー」と声が返る。探鳥会はいいな。先

生方がすぐ答えて下さる。本をめくっているうちに烏が

いなくなる。そんな心配ない。

「オオジュリン、オオジシギ、コヨシキリ、イソシギ、

ヒバリ」「ハクセキレイ」「カワラヒワ」さっと姿を現して

あいきょうを振りまく。エゾセンニュウ、ホオアカ、ア

リスィ、アオジは声だけ。赤モズの巣の近くで早めの昼

食をとる。やはり貴猟人のアカモズ現れる。スリムな体

に長い真っ白なベスト。その上にレンガ色のタキシード

を着こんで、誇らしげに前後左右にと踊ってくれる。宝

塚の誰かに似ていると思いながら、端正な体にうっとり

と見とれる。鳥合わせの頃にはお天気もやゝよくなり、

12時過ぎに解散する。

会員でない私には、初めての方ばかりの探鳥会でした

〔ノ　ピ　タ　キ〕

が、前からのお知り合いの様な雰囲気。お天気に恵まれ

ない日でしたが、人と鳥にはたっぷり恵まれました。ま

た参加させて下さい。

〔記録された鳥〕　アオサギ、トビ、チゴハヤブサ、キ

ジ、イソシギ、オオジシギ、キジバト、カッコウ、アリ

スィ、ヒバリ、ハクセキレイ、アカモズ、ノゴマ、ノピ

タキ、エゾセンニュウ、コヨシキリ、ホオアカ、アオジ、

オオジュリン、カワラヒワ、スズメ、コムクドリ、ムク

ドリ、ハシブトガラス、以上24種

〔参加者〕　古川春雄・恵子、萩　千草、早瀬広司、井

上公雄、泉尾宣志・恵津子、小堀煙治、難波茂雄、道川

弘、佐々木武巳、関口健一、園書院賢一、曽根モト、霜村

耕介・耕一、武沢和義・佐知子、田中金作・礼子、戸津

高保・以知子、山田甚子・れい子、柳沢信雄・千代子

〔担当幹事〕　早瀬広司、関口健一

〒064　札幌市中央区北2条西26丁目

福　移　　　　60。7．7　　　　高倉　龍文

私が野鳥愛護会に今年の春仲間入りさせていただき、

今日は5回目のそして、草原の鳥とは初めてのお見合い

の探鳥会でした。バス停から1．蝕m程の牧草地を巡る4

時間余りのバード　ロード、天気にも恵まれ、牧歌的な

中での数々の鳥達は愛らしい歌声と素朴な姿で出迎えて

くれました。いつもながらのリーダー、ベテランの会員

の方々の懇切丁寧な説明、アドバイスにより、参加する

度に、わずかながらも増えていく野鳥記録を今後も貴重

な財産（思い出）とさせていただきます。又、双眼鏡だ

けでは詳細に烏の姿を捉える事は出来ないことを痛感し

ました。望遠鏡の威力、このふたつを駆使することでま

すます魅惑的な世界に浸ることが出来るのでしょうね。

おにぎりを食べながらの皆さんとの野鳥談議も楽しみ

のひとつです。自然を大切にする気持ち、その中での野

鳥、草花との触れ合い、採っていいのは写真だけ。この

ルールを守り今後もお付き合いさせていただきたいと

－10－



思っています。ストレスから来る心身障害の根治療法と　　モSP、以上31種

してのバードウォッチングを周りの方におすすめしては

し1かがでしょうか。

〔記録された鳥〕　アオサギ、トビ、チュウヒ、ウズラ、

イソシギ、ウミネコ、キジバト、カッコウ、アリスィ、

ヒバリ、ショウドゥツバメ、モズ、ノゴマ、ノピタキ、

アカハラ、シマセンニュウ、マキノセンニュウ、コヨシ

キリ、オオヨシキリ、ホオジロ、ホオアカ、アオジ、オ

オジュリン、カワラヒワ、ベニマシコ、スズメ、コムク

ドリ、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス、カ

＼ヽ－′

〔参加者〕園芸除一一、谷口登志、木内健司。規子、高

倉龍文、堀内　進、伊藤トシ子、萩　千賀、浪田良三、

戸津高保・以知子、金上由紀。倫子、清水朋子、曽根モ

ト、竹内　強、宮田　久、佐々木武巳、山田甚一、山田

れい子、富川　徹、大坊幸七、玉山　武。久美子、伊藤

元一、柳沢信雄・千代子、難波茂雄、岩泉ゆう子、長谷

川涼子　以上30名

〒062　札幌市豊平区中の島2－4－1－3

中の島キングレヂデンス

フEH：Ⅱコ＝肛：肛：疋：Ⅱヱ：00：ヱ：Ⅱ：疋コ＝疋Ⅱ：刀＝旺コ＝肛コ＝疋コ⊂肛辺二匹Ⅱコ⊂Ⅱコ＝肛詔二元：コ⊂疋コ⊂疋コ＝疋：疋二ヱ⊃仁兄⊃ヒ詔つこ認つ巴刀：認フ

烏学コ脚チ脚

烏語【口辞典

には白いアイリングがあります。

等が分るようになっています。

象が見られます。

のを2番子といいます。

られます。
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壷喜整

〔りトナイ湖〕

昭和60年11月17日（日）

北から渡り鳥仙ガン・カモ
・ハクチョウなどが、続々と

集まり、にぎやかです。カモ

の雄は美しく着飾り、雌は地

昧ながらも上品な色合いをみせてくれます。オオワ

シ・オジロワシが雄姿を披露してくれるでしょう。

湖岸は予想以上に冷えますので、暖かい服装でお出

かけ下さい。

午前10時　ウトナイレイクホテル湖畔側集合

〔小樽港〕

昭和60年12月15日（日）

厳寒の季節です。冷たく荒れる海上で、こんな所に

と思うような岩影で、水鳥達は元気に暮しています。

この季節でなければみられない水鳥も多く、カモメ

類・カイツブリ類・り類・カモ類・アビ類・ウミスズ

メ類などがみられます。

充分に暖かい服装で、帽子と手袋もお忘れなく。観

察はバス利用となりますので、700円程参加費はかか
■ll…■■日日■一日Hl■■‖りIl■■lllllt■■日日1－日Hl一一日Hl■lllll一一日＝■■llm■■日日lll■I

■■●－＝■■－■■－一一■一一－●■－■■－－■●■－■－－■－－●－－■●－●●■■■■●

◆定例幹事会報告

60年7月3日（水）18時

30分～20時

札幌市民会館会議室　出席

幹事10名

〔審議内容〕

絵ハガキ残部の利用法、及び来年度以降の野鳥写真

展の開催方法について話し合いました。

◆定例幹事会報告

60年8月8日（木）18時3（）分～20時

札幌市民会館会議室　出席幹事8名

〔審議内容〕

1．後期幹事会日程について

2．探鳥会の時の言己念撮影について

3．傷害保険の更新について

◆定例幹事会報告

60年9月4日（水）18時30分～20時30分
－■■－●▼－■■－■■－●■－●■■－■■－■●－■●－●●－●■■－

llll1－1■llllltコqHHu一一日111■■lllll1－－1川l■■llHH－■11111■■111111■■日日」■－111日■l■lllH■■■ll

ります。

午前10時　国鉄小樽駅待合室集合

〔藤の沢〕

昭和61年1月26日（日）

白鳥園では、薪ストーブで暖を取りながら、給餌台

に集まる烏達を観察します。間近でみられます。我家

にもバードテーブルを、とお思いの方は、この機会に

小鳥の村・小沢村長さんに色々教わると良いですよ。

おいしい豚汁もあります。参加費は500円です。

午前10時　白鳥園集合

（定鉄バス定山渓線藤の沢下車　徒歩20分）

〔野幌森林公園を歩きましょう〕

昭和60年11月10日（日）・12月1日（日）

午前9時30分大沢駐車場入口、または午前8時30分

百年記念塔前集合

いずれの探鳥会も暴風雨・暴風雪でないかぎり行い

ます。昼食・筆記用具・観察用具をご用意下さい。

探鳥会についてのお問い合わせは、

道川　011－712－3410まで
HHlT■コlHl1－■llllI一■11tll■l■llH11■－1日Il一■＝lll■l■lllllt■l■日日1－－日lH■－11日l一一日11日■－…

■－■■■－■■■■■－■●l－●■－■■－■tt－■■－■■－●●■■■■■l■■■－■●■－■●■

〔審議内容〕

1．12月の小樽港及び1月の藤の沢の探鳥会費用につ

いて検討し、それぞれ700円、500円とすることと

）

札幌市民会館会議室出席幹事10名　　　l

した。　　　　　　　　　　　　　　　l

2・野鳥だよりが毎号200部程在庫が出るため、探鳥i

会参加者への配布、PR用に関係施設等に配布する

方向で再検討することとした。

3．61年度の写真展の開催場所について検討した。

◆傷害保険の契約内容について

このたび更新した契約の内容は次のとおりです。

・死亡のとき　300万円

・けがによる入院1日3，000円

・けがによる通院1日2，000円

なお、保険の適用は、探鳥会集合時から解散時ま

でに限られます。

■■■■－■■－日－●●■－．●■－－●－．●－日■－‥－一一－‥－●■■■l－●■

編　集　後　記 

前号でお知らせしましたフォートライブラリーに数人の方から写真等の提供があり、早速3コマの写真と‾2つ 

のカットを使用させてもらいました。 

写真等がまだまだ不足しておりますので、ふるってご応募下さい。　　　　　　　　　　　　　（白沢） 

〔北海道野鳥愛護会〕　年会費1，500円．（会計年度4月より）　郵便振替　小樽1－18287

㊨060　札幌市中央区北1条西7丁目　広井ビル5階　北海道自然保護協会気付℡（011）25卜5465
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